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日本酒を愛する人の 

 

平
成
２０
年
１１
月
２
日
（
日
）
１３
時

か
ら
、
我
孫
子
市
の
㈱
鈴
木
屋
に
て

９０
名
の
参
加
を
得
て
平
成
２０
年
度
か

す
が
会
第
３
回
例
会
を
実
施
し
た
。 

 

テ
ー
マ
は
「
古
酒
を
楽
し
む
」
と
し
、

熟
成
年
数
に
よ
り
ど
の
様
に
変
化
す

る
の
か
を
学
び
、
夫
々
の
味
の
違
い
を

確
認
し
て
楽
し
む
事
と
し
た
。 

 

か
す
が
会
金
子
会
長
と
、
㈱
春
日
や 

中
村
社
長
の
挨
拶
に
続
き
、
当
日
参
加

さ
れ
た
蔵
元
４
社
か
ら
出
品
酒
な
ど

の
紹
介
が
あ
っ
た
。 

3
年
古
酒
か
ら
24
年
貴
醸
酒
ま
で
、

す
っ
き
り
味
か
ら
濃
厚
味
ま
で
、
実
に
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
24
種
の
古
酒
は

夫
々
が
本
当
に
個
性
的
で
、
あ
ら
た
め

て
日
本
酒
の
奥
の
深
さ
を
思
い
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。 
 

参
加
の
蔵
元
は
山
形
県
天
童
市
か

ら
「
出
羽
桜
」
出
羽
桜
酒
造
㈱
営
業
部

黒
坂
知
也
氏
、
徳
島
県
池
田
町
か
ら

「
三
芳
菊
」
三
芳
菊
酒
造
㈱
馬
宮
加
奈

氏
、
新
潟
県
村
上
市
か
ら
「
〆
張
鶴
」

宮
尾
酒
造
㈱
社
長
宮
尾
行
男
氏
、
新
潟

県
阿
賀
町
か
ら
「
麒
麟
」
下
越
酒
造
㈱

社
長
佐
藤
俊
一
氏
、
の
４
名
の
方
々
で
、

蔵
の
状
況
と
古
酒
に
関
す
る
取
り
組

み
や
出
品
酒
の
紹
介
等
々
を
披
露
し

た
。 か

す
が
会
顧
問
内
山
幸
二
氏
か
ら
古

酒
と
料
理
と
の
相
性
な
ど
の
解
説
が
あ

っ
た
。 

 

続
き
、
〆
張
鶴
の
宮
尾
社
長
の
音
頭
で

乾
杯
し
、
第
２
部
の
宴
会
に
入
っ
た
。 

 

会
場
に
は
前
方
に
24
種
の
古
酒
が
冷

酒
用
と
常
温
・
燗
酒
用
と
に
区
別
さ
れ
ズ

ラ
リ
と
並
べ
ら
れ
た
。
燗
付
け
用
と
し
て

土
鍋
と
温
度
計
が
準
備
さ
れ
た
。
こ
れ
を

取
り
囲
ん
で
和
気
藹
々
の
比
較
試
飲
、
ま

た
会
場
内
に
点
在
す
る

４
社
の
蔵
元
席
も
大
勢

の
会
員
が
夫
々
取
り
囲

ん
で
侃
々
諤
々
の
酒
談

義
と
３
時
間
を
越
え
て

熱
気
に
溢
れ
る
宴
会
・

試

飲

会

と

な

っ

た

。

（
試
飲
結
果
は
次
ペ
ー

ジ
に
掲
載
） 

 

ま
た
会
場
の
隣
に
は

会
員
か
ら
の
要
望
に
応

え
て
㈱
春
日
や
主
催
の

即
売
会
が
実
施
さ
れ
、
日

本
酒
・
焼
酎
・
味
噌
・
醤

油
・
酢
・
味
醂
・
和
三
盆

糖
等
々
を
会
員
が
買
い

求
め
て
い
た
。 

 

宴
会
の
最

後
は
吉
倉
孝

也
相
談
役
の

〆
の
挨
拶
が

あ
り
３
本
締

め
で
解
散
、
全

員
三
々
五
々

帰
途
に
付
い

た
。 
平 成 2 0 年 度

第 3回例会（報告）

佐藤俊一氏   宮尾行男氏   馬宮加奈氏    黒坂知也氏 



かすが会ニュースＮｏ.43号            2009年 3月 1日（日） （2） 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

平
成
２１
年
度
第
１
回
例
会
企
画 

今
年
も
ま
た
新
酒
の
季
節
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。
か
す
が
会
恒
例
の
「
絞
り
た

て
の
新
酒
を
楽
し
む
」
を
テ
ー
マ
に
、
会

員
蔵
元
か
ら
出
品
さ
れ
た
数
々
の
貴
重

な
搾
り
た
て
新
酒
を
今
回
も
じ
っ
く
り

と
味
わ
っ
て
頂
く
事
に
致
し
ま
す
。 

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が
叫

ば
れ
る
中
、
昨
年
は
夏
の
猛
暑
や
一
部
地

域
で
の
集
中
豪
雨
は
厳
し
か
っ
た
も
の

の
、
珍
し
く
台
風
が
殆
ど
日
本
に
上
陸
し

な
か
っ
た
等
の
幸
運
に
も
恵
ま
れ
、
酒
造

米
の
出
来
は
中
々
良
か
っ
た
模
様
で
す
。 

反
面
、
昨
年
は
原
油
高
騰
か
ら
始
ま
っ

た
諸
物
価
の
異
常
な
値
上
が
り
が
続
き
、

年
の
後
半
か
ら
は
百
年
に
一
度
の
世
界

的
な
経
済
危
機
が
叫
ば
れ
、
派
遣
社
員
切

り
等
の
雇
用
不
安
が
一
挙
に
広
が
る
大

変
な
事
態
と
な
り
、
日
本
酒
蔵
元
の
経
営

状
況
も
益
々
厳
し
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
状
況
の
中
で
奮
闘
中
の
「
か
す

が
会
会
員
蔵
元
」
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
今

回
も
多
種
多
様
な
搾
り
た
て
新
酒
が
出

品
さ
れ
ま
す
。 

搾
り
た
て
の
新
酒
は
麹
独
特
の
甘
い

香
り
と
ほ
の
か
に
薄
い
濁
り
が
残
り
、
と

ろ
り
と
し
た
濃
厚
な
味
わ
い
と
、
舌
先
を

ピ
リ
ピ
リ
と
刺
激
す
る
僅
か
な
発
泡
成

分
が
爽
や
か
さ
と
荒
さ
を
感
じ
さ
せ
る

等
の
特
徴
が
あ
り
、
こ
の
特
徴
が
搾
っ
た

直
後
か
ら
時
間
と
共
に
徐
々
に
落
ち
着

い
て
き
ま
す
。
そ
し
て
火
入
れ
と
呼
ば
れ

る
加
熱
に
よ
る
殺
菌
処
理
、
そ
れ
に
保
管

に
よ
る
熟
成
と
共
に
そ
の
酒
の
ラ
ベ
ル

通
り
の
味
に
収
斂
し
て
行
き
ま
す
。 

例
え
ば
大
吟
醸
の
搾
り
た
て
生
原
酒

（
加
水
処
理
・
加
熱
処
理
一
切
せ
ず
）
等

は
一
般
向
け
販
売
が
殆
ど
無
く
、
適
時
に

蔵
元
を
訪
問
し
て
も
中
々
試
飲
さ
せ
て

も
ら
え
な
い
大
変
貴
重
な
お
酒
で
す
。 

今
回
も
大
吟
醸
酒
、
純
米
大
吟
醸
酒
、

吟
醸
酒
、
純
米
吟
醸
酒
、
純
米
酒
、
本
醸

造
酒
と
、
一
般
に
は
市
販
さ
れ
な
い
鑑
評

会
出
品
酒
等
の
搾
り
た
て
新
酒
が
続
々

と
出
品
さ
れ
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
こ
の
機
会
を
逃
さ

ず
、
是
非
と
も
搾
り
た
て
新
酒
の
素
晴
ら

し
さ
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
っ
て
頂
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

 
“古酒についての感想” 平成 20年度第３回「古酒を楽しむ会」アンケートより  

・ 古代のかおりがした。日常的に飲むのはチョット。（50代・男性） 
・ 前回に比べ古酒を再認識した。試飲温度により味わいが大きく変化した。（60代・男性） 
・ 古酒も良いが新酒を好む。（60代・男性） 
・ 熟成年度により味に個性があり自分の味覚に合えば楽しく味わえる。（70代・女性） 
・ 色が付いた古酒は飲みやすい。淡熟の物は大変飲みやすい。（60代・男性） 
・ 古酒でも色々な種類があることをしりました。シェリー酒に近いものもありました。（50代・男性） 
・ このような深い味わいのお酒をはじめて飲みました。改めて日本酒の広さを知った。（60代・女性） 
・ 古酒はどす黒い物と思っていたが目からウロコでした。（30代・女性） 
・ 歴史を感じる味わいでした。（60代・男性） 
・ 酸味の強さがあまり得意でないけれど夫々に個性があって良かった。（20代・女性） 
・ 温度も含めて多数の比較事項があるのに皆さん真剣に試飲されていました。私はお燗の比較は殆ど出来ま

せんでしたし冷酒も 3分の 2位しか飲み比べていません。それでも古酒の味の幅広さを改めて再認識し、
日本酒のすごさをまたまた感じました。（60代・男性） 

・ 出品して頂いた蔵元に感謝です。特に麒麟の「時醸酒０年と７年の比較」、「濃熟と淡熟の比較」、東力士の

「5 年と 10 年の比較」及び〆張鶴の「5 年と 17 年の比較」は貴重な体験でした。貴醸酒の商品性を改め
て再認識しました。（60代・男性） 

・ 古酒は食前酒、食後酒として最適です。（60代・男性） 

昨年３月、搾りたて新酒を楽しむ
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会
員
蔵
元
の
Ｈ
Ｐ
か
ら 

・
国
士
無
双 

高
砂
酒
造
㈱ 

１２
月
２４
日 

サ
ン
タ
が
街
に
や
っ
て

く
る
こ
の
日
、
私
は
雨
竜
郡
沼
田
町
に
や

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
沼
田

町
産
「
純
米
酒 
雪
な
ご
り
」
を
「
雪
の

科
学
館
」
に
雪
中
貯
蔵
す
る
た
め
な
の
で

す 

す
で
に
７
ｋＬ
タ
ン
ク
は
１０
日
の
日
に

運
び
こ
ん
で
い
た
た
め
、
こ
の
日
は
酒
を

搬
入
し
、
タ
ン
ク
に
雪
を
か
け
る
作
業
を

一
日
か
け
て
行
い
ま
し
た
。 

今
年
は
例
年
に
な
く
積
雪
量
が
少
な

く
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
沼
田
町
の

皆
様
の
ご
協
力
も
あ
り
、
巨
大
な
除
雪
車

３
台
を
フ
ル
に
稼
働
し
、
駐
車
場
中
の
雪

を
か
き
集
め
て
搬
入
。 

純
米
酒
は
旭
川
と
沼
田
を
２
往
復
し
、

約
５
ｋＬ
を
貯
蔵
。 

３
月
２５
日
ま
で
雪
の
中
で
、
じ
っ
く
り

と
眠
り
、
美
味
し
い
酒
に
仕
上
が
る
こ
と

で
し
ょ
う
。 

 

・
花
の
舞 

花
の
舞
酒
造
㈱ 

手
づ
く
り
と
い
え
ば
、
年
が
明
け
る
と

大
吟
醸
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
暮
れ
の
う
ち
に
そ
の
準
備
を
行
い
ま

す
。
麹
づ
く
り
で
使
わ
れ
る
「
も
ろ
蓋
」

も
そ
の
一
つ
。
一
つ
ひ
と
つ
手
洗
い
し
て

天
日
干
し
し
ま
す
。
花
の
舞
の
大
吟
醸
づ

く
り
は
す
べ
て
の
工
程
が
伝
統
に
の
っ

と
っ
た
手
作
業
。
使
う
道
具
も
特
殊
な
も

の
ば
か
り
。
蔵
人
た
ち
は
こ
う
し
て
大
吟

醸
づ
く
り
に
の
ぞ
む
心
構
え
を
し
、
そ
の

と
き
を
迎
え
る
の
で
す
。
今
も
昔
も
変
わ

ら
な
い
、
花
の
舞
暮
れ
の
風
物
詩
で
す
。 

 

・ 

天
狗
舞 

㈱
車
多
酒
造 

２
０
０
８
年
１１
月
１２
日 

杉
玉
完
成 

は
さ
み
で
丁
寧
に
刈
り
揃
え
ら
れ
、
大

き
な
杉
玉
が
ほ
ぼ
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

明
日
の
初
搾
り
に
あ
わ
せ
て
昨
年
の
杉

玉
と
掛
け
替
え
ら
れ
ま
す
。 

映
像
で
は
お
伝
え
で
き
ま
せ
ん
が
、
杉

の
葉
の
香
り
が
あ
た
り
に
漂
い
ま
す
。 

２
０
０
８
年
１１
月
１３
日 

初
絞
り 

も
ろ
み
の
発
酵
も
順
調
に
進
み
、
今
期

は
じ
め
て
の
新
酒
が
誕
生
し
ま
し
た
。
お

り
を
分
離
し
た
後
に
瓶
詰
め
し
「
し
ぼ
り

た
て
生
酒
本
醸
造
」
と
し
て
蔵
出
し
し
ま

す
。
恒
例
の
杉
玉
の
掛
け
替
え
も
行
わ
れ
、

晴
天
の
も
と
鮮
や
か
な
緑
色
が
映
え
ま

す
。 

 

・ 

麒
麟 

下
越
酒
造
㈱
か
ら
の
便
り 

 

今
年
は
暖
冬
と
の
事
で
雪
は
少
な
め
、

１
日
も
小
雪
ぎ
み
で
し
た
が
、
麒
麟
山
の

金
上
稲
荷
登
山
の
頃
に
は
朝
日
が
射
し
、

一
時
、
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
業
界
に
も
朝
日
が
射
し
て
く
れ
る
事

を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

貴
会
の
益
々
の
ご
隆
盛
を
祈
念
し
て
！ 

     

平
成
２１
年
度
例
会
日
程 

第
一
回
例
会
・
総
会 

・
日
時 

３
月
１
日
（
日
）
１３
時
か
ら 

・
場
所 

鈴
木
屋
本
店 

・
テ
ー
マ 

搾
り
た
て
の
新
酒
を
楽
し
む 

第
二
回
例
会 

・
日
時 

７
月
５
日
（
日
）
１３
時
か
ら 

・
場
所 

鈴
木
屋
本
店 

・
テ
ー
マ
未
定 

第
三
回
例
会 

・
日
時 

１１
月
３
日
（
火
）
１３
時
か
ら 

・
場
所 

鈴
木
屋
本
店 

・
テ
ー
マ
未
定 

 

編 

集 

後 

記 

 

毎
年
末
に
恒
例
と
し
て
京
都
の
清
水

寺
で
発
表
さ
れ
る
そ
の
年
一
年
を
表
す

漢
字
一
文
字
は
、
一
昨
年
が
「
偽
」
、
昨

年
は
「
変
」
で
し
た
。 

そ
し
て
今
年
の
年
末
に
は
ど
ん
な
漢

字
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
事
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

出
来
る
事
な
ら
明
る
く
前
向
き
な
イ

メ
ー
ジ
に
変
わ
っ
て
行
っ
て
欲
し
い
と

願
う
ば
か
り
で
す
が
、
現
状
を
見
る
限
り

中
々
そ
う
な
り
そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

我
々
庶
民
と
し
て
は
「
変
」
を
「
良
い

方
向
に
変
え
る
」
と
勝
手
に
解
釈
し
、
美

味
し
い
お
酒
を
盛
大
に
飲
ん
で
、
消
費
拡

大
に
貢
献
す
る
事
に
致
し
ま
し
ょ
う
。 

（
か
す
が
会
副
会
長 

加
藤 

洋
一
） 


